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      科        目 金     額       科        目 金      額

（資 産 の 部） 千円 （負 債 の 部） 千円

 流 動 資 産 694,938  流 動 負 債 203,805 

現 金 及 び 預 金 303 55,715 

受 取 手 形 8,757 85,336 

営 業 未 収 金 116,542 45,954 

貯 蔵 品 4,020 10,656 

前 払 費 用 4,594 6,142 

未 収 金 5,109  固 定 負 債 151,885 

そ の 他 555,611 101,515 

50,369 

 固 定 資 産 956,658 負  債  合  計 355,690 

有 形 固 定 資 産 924,952 （純 資 産 の 部）

建 物 8,793  株 主 資 本 1,295,906 

機 械 及 び 装 置 0 資 本 金 71,390 

船 舶 909,497 資 本 剰 余 金 83,587 

車 両 及 び 運 搬 具 2,725 利 益 剰 余 金 1,140,929 

工 具 器 具 及 び 備 品 3,935 21,550 

投資その他の資産 31,705 1,119,379 

投 資 有 価 証 券 174 特 別 償 却 準 備 金 51,411 

出 資 金 2,450 固定資産圧縮積立金 2,482 

繰 延 税 金 資 産 28,709 別 途 積 立 金 230,000 

差 入 保 証 金 372 繰 越 利 益 剰 余 金 835,485 

1,295,906 

   資　産　合　計 1,651,596 負 債 及 び 純 資 産 合 計 1,651,596 

(注)記載金額は千円未満の端数を切捨により表示しております。

預 り 金

未 払 法 人 税 等

営 業 未 払 金

未 払 金

未 払 費 用

退 職 給 付 引 当 金

特 別 修 繕 引 当 金

　　純　資　産  合  計

利 益 準 備 金

そ の 他 利 益 剰 余 金

貸 借 対 照 表
（２０２１年３月３１日現在）
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損　　益　　計　　算　　書

 　科          目 金　　　　　　　　　　額

千円 千円

3,590,527

3,449,244

141,282

67,493

73,788

受取利息及 び配 当金 434

そ の 他 35,029 35,464

固 定 資 産 除 却 損 0

そ の 他 33,956 33,956

75,296

固 定 資 産 売 却 益 57,230 57,230

132,527

37,349

5,544 42,894

89,632

(注)記載金額は千円未満の端数を切捨により表示しております。

特 別 利 益

税 引 前 当 期 純 利 益

自　　　２０２０年４月　１日

至　　　２０２１年３月３１日

当 期 純 利 益

経 常 利 益

売 上 高

売 上 原 価

売 上 総 利 益

販 売 費 及 び 一 般 管 理 費

法 人 税 ､ 住 民 税 及 び 事 業 税

法 人 税 等 調 整 額

営 業 利 益

営 業 外 収 益

営 業 外 費 用
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特別償却
準 備 金

固定資産
圧　　縮
積 立 金

別　途
積立金

繰　越
利　益
剰余金

千円 千円 千円 千円 千円 千円 千円 千円 千円 千円 千円

当期首残高 71,390 83,587 83,587 21,550 61,694 3,415 230,000 752,979 1,069,638 1,224,615 1,224,615

　剰余金の配当 － 18,342△ 18,342△ 18,342△ 18,342△ 

　特別償却準備金の取崩 － 10,282△ 10,282  －  －  － 

　固定資産圧縮
　積立金取崩額

－ 933△ 933 － －

　当期純利益 － 89,632 89,632 89,632 89,632

当期変動額合計  －  －  －  － 10,282△ 933△  － 82,505 71,290 71,290 71,290

当期末残高 71,390 83,587 83,587 21,550 51,411 2,482 230,000 835,485 1,140,929 1,295,906 1,295,906

　　(注)記載金額は千円未満の端数を切捨により表示しております。

株 主 資 本 等 変 動 計 算 書

自　　　２０２０年４月　１日

至　　　２０２１年３月３１日

資 本 剰 余 金 利 益 剰 余 金

株 主 資 本

純資産
合　計

資本金 その他
資　本
剰余金

資　本
剰余金
合　計

利　益
剰余金
合　計

株　主
資　本
合　計

利　益
準備金

その他利益剰余金
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【個 別 注 記 表】 
 

Ⅰ．重要な会計方針に係る事項に関する注記 
 

１．資産の評価基準及び評価方法 

(１) 有価証券の評価基準及び評価方法 

   ・子会社株式及び関連会社株式   移動平均法による原価法 

・その他有価証券 

時価のあるもの  期末日の市場価格等に基づく時価法 

（評価差額は、全部純資産直入法により処理し、売却原価

は移動平均法により算定） 

時価のないもの  移動平均法による原価法 

 

(２) 棚卸資産の評価基準及び評価方法 

・貯蔵品    移動平均法による原価法 

                 （貸借対照表価額は収益性の低下による簿価切下げの方法

により算定） 

 

２．固定資産の減価償却の方法 

(１) 有形固定資産   定額法を採用しております。 

但し、10 万円以上 20 万円未満のものについては、3 年間

で均等償却しております。 

 

(２) 無形固定資産 

ソフトウェア  自社利用可能期間（5 年間）に基づく定額法を採用してお

ります。 

 

(３) 長期前払費用   均等償却しております。 

 

３．引当金の計上基準 

(１) 貸倒引当金 

① 一般債権  債権の貸倒による損失に備えて、貸倒実績率法により算定

し、計上しております。 

② 貸倒懸念債権及び   債権の貸倒による損失に備えて、個別に回収可能性を検討 

破産更生債権   し、回収不能見込額を計上しております。 

 

(２) 退職給付引当金 従業員の退職給付に備えるため、当事業年度末における退

職給付債務及び年金資産の見込額に基づき計上しており

ます。  

 

(３) 特別修繕引当金 周期的に大規模な修繕を要する船舶につき、将来の修繕に

備えるため必要見込み額を計上しております。  
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４．その他計算書類作成のための基本となる重要な事項 

 (１) 消費税等の会計処理  消費税等の会計処理は税抜方式によっております。 

 

（２） 連結納税制度の適用  日本製鉄㈱を連結納税親会社とする連結納税主体の連結

子会社として連結納税制度を適用しております。なお、「所

得税法等の一部を改正する法律」（令和２年法律第８号）

において創設されたグループ通算制度への移行及びグル

ープ通算制度への移行にあわせて単体納税制度の見直し

が行われた項目については、「連結納税制度からグループ

通算制度への移行に係る税効果会計の適用に関する取扱

い」（実務対応報告第 39 号 2020 年３月 31 日）第３項の

取扱いにより、「税効果会計に係る会計基準の適用指針」

（企業会計基準適用指針第 28号 2018年２月 16日）第 44

項の定めを適用せず、繰延税金資産及び繰延税金負債の額

について、改正前の税法の規定に基づいております。 

 

Ⅱ．会計方針の変更に関する注記 

 

（会計上の見積りの変更と区別することが困難な会計方針の変更） 

（有形固定資産の減価償却方法の変更） 

有形固定資産の減価償却方法につきましては、従来、当社は主として定率法を採用しておりました

が、当事業年度より定額法に変更しております。 

当社の今後の設備投資計画は、既に使用実績のある設備による投資案件が大宗であり、老朽更新・

基盤整備案件も多く、設備の急速な陳腐化は想定されないことから定額法へ変更しました。 

なお、当社の親会社である日本製鉄株式会社も当事業年度より有形固定資産の減価償却方法を定率

法から定額法に変更しており、親会社との会計方針統一の観点から、当社も時期を合わせて減価償却

方法を見直すことが適切であると判断しました。 

この変更により、従来の方法によった場合に比べ、当事業年度の減価償却費は 75百万円減少し、

営業利益、経常利益及び税引前当期純利益が 75百万円増加しております。 

 

 

Ⅲ．株主資本等変動計算書に関する注記 

 

１．当事業年度末における発行済株式の総数 

普 通 株 式        128,270株 

 

２．配当に関する事項 

 

(１) 配当金支払額 

決 議 
株式の 

種類 

配当金の総額 

（千円） 

1株当たり 

配当額（円） 
基準日 効力発生日 

2020年 6月 29日 

定時株主総会 

普通 

株式 
18,342 143 2020年 3月 31日 2020年 6月 30日 

 

(２) 基準日が当事業年度に属する配当のうち、配当の効力発生日が翌事業年度となるもの 

決 議 
株式の 

種類 

配当の 

原資 

配当金の総額 

（千円） 

1株当たり 

配当額（円） 
基準日 効力発生日 

2021年 6月 28日 

定時株主総会 

普通 

株式 

利 益 

剰余金 
26,936 210 2021年 3月 31日 2021年 6月 29日 

 


